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14．妊娠中の腎盂腎炎に対して尿管ステントを留置した 1例
 （東医療センター1卒後臨床研修センター，2救急医療科）○濱崎樹里亜1・◎庄古知久2
15．著明な体重減少のみを主訴に受診し，複数の診断モダリティーを使用し診断し得た左房粘液腫の 1例
 （1卒後臨床研修センター，2循環器内科）○紀川朋子1・◎服部英敏2・
 菊池規子2・鈴木　敦2・志賀　剛2・萩原誠久2
16．多診療科の集学的加療により治療し得たフルニエ壊疽の 1症例
 （1卒後臨床研修センター，2救命救急センター，3消化器・一般外科，4形成外科，5泌尿器科）○若生　翔1・
 齋藤眞樹子2・◎久保田英2・武田宗和2・矢口有乃2・
 大森亜紀子3・小寺由人3・櫻井裕之4・池田敬至5
17．肝尾状葉に浸潤した副腎皮質癌に対し外科的切除を施行した 1例
 （東医療センター1卒後臨床研修センター，2泌尿器科）○本間俊佑1・◎近藤恒徳2
総評 （卒後臨床研修センター長）川名正敏
ベストプレゼンテーション賞表彰式
閉会の辞 司会（幹事）小森万希子
記念撮影
〔平成 29 年度佐竹高子研究奨励賞受賞者研究発表〕
1．新規血管新生抑制因子 LYPD1 の機能部位の同定
（先端生命医科学研究所） 青木信奈子　
　心臓を構成する細胞として最多細胞数を占める線維芽
細胞は，拡張障害や線維化などへの関連が示されている
がいまだその特性についての理解は十分でない．発表者
は組織工学的に心筋組織を構築する過程で心臓線維芽細
胞が血管内皮細胞のネットワーク形成を抑制することを
新たに見出し，その責任分子として新規血管新生抑制因
子 LY6/PLAURdomaincontaining1（LYPD1）を同定
した．LYPD1 は glycosylphosphatidylinositol（GPI）ア
ンカー型の膜結合型タンパク質として主に脳神経系での
発現が報告され，ノックアウトマウスを用いた研究では
不安行動との関連が報告されているが直接的に血管新生
に関連した報告は殆どないことに加え，その機能や相互
作用分子などに関する詳細な報告は現状極めて少ない．
心臓線維芽細胞が血管新生抑制的に働くことやその責任
分子が LYPD1 であるというコンセプトは発表者によっ
て初めて提唱されたものである．そこで LYPD1 による
血管新生抑制の作用機序を明らかにすることは，心臓線
維芽細胞の特性を理解し，心臓間質の関わる生理，病理
的現象を解明する新たなアプローチとなると考え，
LYPD1の機能部位の同定を目的としてLYPD1変異型リ
コンビナントタンパク質を調整し，その血管新生抑制効
果を評価する研究を行った．
2．血中 uromodulin の臨床的意義に関する研究
（八千代医療センター腎臓内科） 臼井亮介　
　〔目的〕慢性腎臓病患者数の増加から，より有用な腎バ
イオマーカーの創出が望まれている．近年，血中ウロモ
ジュリン測定により腎機能を推定できることが報告され
た．ウロモジュリンは腎臓特異的に発現している蛋白質
であり，腎臓由来の蛋白質で腎機能を推定する全く新し
い方法である．我々は独自に血中ウロモジュリン測定の
ための酵素免疫測定法（ELISA）を作製し，これを用い
た腎機能の評価を行った．本研究は当院倫理委員会にて
承認を得て実施した（承認番号 4602）．〔方法〕独自にモ
ノクローナル抗体を樹立し，抗原エピトープの異なる 2
種の抗体を使用した，血中ウロモジュリン濃度測定のた
めのサンドイッチ型ELISAを作製した．対象は健常人
から慢性腎臓病ステージ1～5まで計171名（男性97名，
女性 74名，年齢 55.7±15.0，BMI24.9±4.5）とし，対象
者の推定糸球体濾過量（eGFR）値と血中ウロモジュリ
ン濃度との相関解析を行った．〔結果〕血中ウロモジュリ
ン値とクレアチニン換算 eGFR値との相関係数は 0.75，
シスタチンC換算 eGFRとの相関係数は 0.77 であった．
〔総括〕血中ウロモジュリン測定により腎機能を評価する
ことが可能であり，さらに，シスタチンC換算 eGFRと
も高相関であることから，血中ウロモジュリンは早期の
腎機能低下が検出可能なマーカーと考えられた．
〔平成 29 年度中山恒明研究奨励賞受賞者研究発表〕
1．ハイブリッド型人工神経による新しい顔面神経再
建手術法の確立
（形成外科学）松峯　元・亀井　航・櫻井裕之　
　Bell 麻痺に代表される顔面神経不全麻痺は突然健常人
に発症し，さらに急性期に保存的治療にて寛解の得られ
ない症例は重篤な後遺障害を残して罹患者の quality of
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life（QOL）を著しく損なう．この顔面神経不全麻痺に対
して，顔面神経本幹と舌下神経との間に自家神経を用い
て端側縫合にて架橋する interpositonal jump graft
（IPJG）は既に確立された術式として諸家により多くの
報告がなされている．しかしながら移植片として腓腹神
経などの自家移植神経の採取が必須であり，ドナー部に
生じる神経障害，術後瘢痕等の不可避な合併症が生じる．
一方，本邦では 2013 年より生体吸収性の神経再生誘導
チューブが臨床使用可能となっているが，顔面神経不全
麻痺症例に対して自家神経移植の代わりに生体吸収性
チューブを用いた IPJG を施行したとの報告は未だ存在
しない．我々の研究チームでは過去にラット顔面神経不
全麻痺モデルを用いて顔面（舌下）神経―人工神経誘導管
間の端側神経縫合法を確立し，神経再生誘導チューブに
よる IPJG が動物実験レベルで可能であることを世界で
初めて報告した．そして今回，現在臨床使用されている
ポリグリコール酸（PGA）製生体分解性チューブと皮下
脂肪組織を酵素処理，継代培養して作成した脂肪由来幹
細胞（ADSCs）を組み合わせた「ADSCs ハイブリッド
型人工神経」を用いた IPJG をラット顔面神経不全麻痺
モデルで行った．またその治療効果を自家神経移植によ
る IPJG と組織学的，生理学的に比較検討し，臨床応用
可能な顔面神経不全麻痺治療となり得るか否かを評価し
た．
〔一般演題〕
1．肛門周囲 Paget 病の 1 例
（東医療センター外科） 水口知子・
山田泰史・横溝　肇・成高義彦　
　〔はじめに〕Paget病は大型の淡明細胞であるPaget細
胞が表皮内で増殖する疾患である．発生部位により乳房
Paget 病と乳房外 Paget 病に分けられる．一方，Paget
病と臨床症状や病理組織所見が酷似したPaget現象があ
る．直腸肛門癌など皮膚に隣接する内臓癌が皮膚に進展
し，表皮内癌の所見を呈するものである．今回，Paget
現象と鑑別困難であった肛門周囲Paget 病の 1例を経験
したので文献的考察を加え報告する．〔症例〕67歳女性．
2017 年より肛門周囲の掻痒感を伴う発疹を自覚してい
た．近医で外用剤療法を受けていたが改善せず，2018年
7 月に当院皮膚科を受診した．皮膚生検を施行し分布や
免疫染色の結果から内臓癌による Paget 現象が疑われ，
2018年 8月に手術治療目的に当科を紹介受診した．術前
精査で隣接臓器癌は認めなかったが，直腸診で 3時方向
に小さな腫瘤を触れ，直腸肛門癌からのPaget 現象と考
え2018年9月に腹腔鏡下直腸切断術を施行した．切除標
本内に明らかな内臓癌はなく，病理学的診断は肛門周囲
Paget 病であった．〔結語〕Paget 病と Paget 現象の鑑別
は困難であり，治療法の選択および予後が著しく異なる
ため，診断において両者の鑑別は重要である．術前に免
疫組織化学検査を含めた十分な検査をする必要があると
考えられる．今後，鑑別方法としてさらに精度の高い検
査が望まれる．
〔第 13 回研修医症例報告会〕
1．Pulmonary tumor thrombotic microangiopathy
（PTTM）様組織変化を示した胃癌肺転移の 1 例
（1八千代医療センター卒後臨床研修センター，
2病理診断科，3呼吸器外科，4消化器・一般外科，
5脳神経内科，6画像診断・核医学科）
○原田桜子1・◎山本智子2・神崎正人3・
山本雅一4・北川一夫5・坂井修二6・長嶋洋治2　
　〔はじめに〕Pulmonarytumorthromboticmicroangi-
opathy（PTTM）は，肺転移した癌細胞由来の液性因子
により，肺血管に内膜肥厚，内腔狭小化が生じ，急性肺
高血圧や呼吸不全を呈する病態である．今回は，転移巣
周囲にPTTM様変化を生じた胃癌症例を提示する．〔症
例〕50歳代の男性．胃癌に対し，（X－2）年 11月に胃亜
全摘を施行された（pT3N0MX）．X年 4月のCTで右肺
上葉結節影を認め，呼吸器外科へ紹介となった．CT上，
右肺S3内側に 13×12×10mm大の，不整形充実性結節
を認めた．原発または転移性肺癌を疑われ，X年 8月に
右肺上葉切除が施行された．〔病理学的所見〕切除肺には
灰白色充実性腫瘍を認めた．組織学的には，低分化腺癌
で，既往標本との組織所見が一致したため，胃癌転移と
診断した．周囲肺血管には，内膜肥厚や癌細胞を含む血
栓性閉塞が見られた．癌細胞は tissuefactor（TF）陽性
で，PTTM様変化をきたしていると考えた．〔考案〕
PTTMは急激な経過を取る致死的な病態で，胃癌の転移
例に多い．胃癌患者で，急性呼吸不全症状を見た際は鑑
別に含めるべきである．報告の多くは病理解剖例で，生
前診断例は少ない．発生には，癌に由来する vascular
endothelialgrowthfactor（VEGF）やTFが関与する．
本症例でも癌細胞でTFの発現を確認した．本症例では，
PTTM様所見が転移近傍で見られたため，今後広範な
PTTMの発症が憂慮される．臨床経過には細心の注意を
払う必要がある．
2．反復する誤嚥性肺炎の精査で過去の気管切開に関
連すると考えられた気管食道瘻の 1 例
（東医療センター1卒後臨床研修センター，
2麻酔科，3形成外科，4外科） ○横山智穂1・
◎岡村圭子2・西山圭子2・市川順子2・
小髙光晴2・中尾　崇3・島川　武4・小森万希子2　
　〔背景〕気管食道瘻は食道癌など悪性腫瘍の合併症の1
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